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３連休の最終日、グラ

ウンドから大きな声が聞

こえてきました。「あっ、

野球部が練習試合をして

いるな」と思ってよく見

ると、他校とではなく、本

校の野球部ＯＢと試合を

していました。 

野球部は部員数が少な

く、実践的な練習がなか

なかできません。春の大

会に向けて、少しでもテスト期間に入る前に、実践的な練習試合をしたいと考え、

顧問がＯＢに声をかけると、あれよあれよという間に高１～高３までの１２人

が快く集まってくれました。 

頼もしい先輩。このへんが他校との違いではないでしょうか。後輩のためにと

いう心意気とともに、そこには学年を超えた仲の良さも関係していると思いま

した。ここ数年の東中は他学年との壁がほとんどありません。壁を意識しないよ

うに縦割りのブロック活動を活発に行っていることもありますが、根っからの

優しさが上下の壁を取っ払っているようにも思えます。 

練習試合の結果は現役チームの勝利。自信が

つくとともに、ＯＢの応援がこれからにも生き

ていくと思いました。 

３年生の体育の授業では、体育館でフォーク

ダンスをする風景が見られました。男女がへん

に意識する様子もなく手をつないで、「マイム・

マイム」や「オクラホマ・ミキサー」を踊って

いました。ほのぼのとしたいい空気感がありま

した。仲がいいなあと感じさせました。 

学校の中にこういう空気感が生まれているの

がとてもうれしくなりました。 

東中にはどこか心安らげる雰囲気が感じられ

ます。目前に控えた公立一般入試や学年末テス

トなど、真剣に立ち向かう緊張場面は日々ありますが、安らぎのある学校とい

う視点も重視してこれからも見守っていきます。 


